厚生労働科学研究費補助金（障がい者対策総合研究事業）

高次脳機能障がい者の社会参加支援の推進に関する研究
近畿ブロック　平成25年度事業予定

分担研究者　渡邉 学

（大阪府立急性期・総合医療センター　リハビリテーション科主任部長）
1. 近畿ブロックにおける各府県の支援普及事業推進およびブロック内の連携緊密化

（1）近畿ブロック連絡協議会の開催（年1回）　
　「高次脳機能障がい者の社会参加支援」の問題点を中心に、平成25年度の支援体制・実績や平成26年度の事業企画をまとめる。（平成25年12月開催予定）
（2）近畿ブロック支援コーディネーター会議（年2回）
コーディネーターの連携・情報提供の強化を図り、「高次脳機能障害の社会参加」における問題点等の情報共有を図るとともに、近畿ブロックの各コーディネーターが他府県・政令市の医師やコーディネーターに相談しやすい環境づくりをさらに強化する。

・第1回（5月28日）：就労支援事例をテーマに、講演・意見交換等実施
・第2回（11月ごろ）
＜随時＞

支援コーディネーターを中心としたメーリングリストによる情報共有、連携強化
· 平成24年度に引き続き、上記の取組を通じて、近畿ブロックにおける問題点（特に地域支援ネットワーク構築活動の強化について）を抽出する。その上で、各府県の持つ情報・支援技術を共有し、ブロック内で連携することで事業の均質化を目指す。

2．就労支援体制の問題点のさらなる抽出と対策の試み

○新規就労・復職・就労継続状況についてのアンケート調査
平成24年度に実施したアンケート結果（対象：医療機関（急性期・回復期病院）、障害者就業・生活支援センター、就労移行支援事業所、相談支援事業所）をさらに進め、障害者就業・生活支援センターや就労移行支援事業所での新規就労、復職及び就労継続の状況を調査し、就労における課題把握や支援ネットワーク内での就労支援体制の構築について検討する。
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